
































































































































































































































































































































































(8) ｢春口大社創立の諸問題｣ 『神道考古学講座』 (六)､その後『日本神道史研究(九)』講談社1978年に所収｡
(9)右同
(10)この問題は日本古代の氏と氏神の成立全体にかかわる問題でもある｡この点については義江明子『日本古代
の氏の構造』吉川弘文館1986年を参照o
(ll)私幣禁断については岡田精司｢律令制祭祀の特質｣菊地康明編『律令制祭祀論考』塙書房1991年｡
(12) 『類衆三代格』巻1､寛平5年3月2口格｡
( 92 )遣唐使の派遣と春f一川J祭把(矢野)
(13) 『大日本古文書』四　東大寺園
(14)註(8)参照｡
(15)春日山の祭場ははじめは神山に当たる山頂付近に設けられたが､次第に遣唐使の祭紀の大規模化にともない
麓に降ろされるようになったと考えられる｡
(16)註(4)の中村春寿｢古代祭配遺構｣ P22の図1をベースに若干の補筆を行った｡中村氏の学恩に深謝するも
のである｡
(17) 『春日大社奈良朝築地遺構調査報告書』財団法人春日顕彰会1977年｡
(18) 『唐令拾遺』両令各条参照｡ 『旧唐書』巻21､礼儀志参照｡
(19)菊地康明｢律令体制と神祇イデオロギーー唐の詞令との比較から-｣ 『歴史学研究』 378号､井上光頁『日本
古代のt:_権と祭祀』第･章参照｡
(20) 『続日本紀』宝亀7年12月乙巳条参照｡
(21) ｢TMeH本の｢郊和之礼｣と｢太刀契｣｣矢野建一一･･季浩編『長安都市文化と朝鮮･ n本』汲占書院2007年
(22)さしあたり黒川洋一一一一｢阿倍仲麻呂の歌について-アーサー･ウェイリーの説に関連して｣ 『文学』 43-8､
1975年
(23) ｢阿倍仲麻呂の歌についての問題点｣ 『文学』岩波書店1968年
(24)岸俊男｢阿倍仲麻呂と｢みかさの山｣｣ (『古代宮都の探究』塙書房1984年｡)は『東人寺要録』四諸院章の項
に阿倍氏社の｢伽藍｣が和銅元年に創建された記述があることを紹介し､仲麻呂の心象風景をここに求めて
いるが神仏習合史との関連で本稿のような可能性も相定する必要があろう｡
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柱痕(C II 地区)
中村春害事「古代祭杷遺跡」に 一部加m
( 94 >遣唐使の派遣と春日山祭杷(矢野
